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 　〈特集〉
  

新潟県・庄内エリアＤＣが始まるよ。
－また来たい、住みたいと思える地域を目指して－
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日本海美食旅 - 新しい旅を提案

　本市は昨年度、鶴岡市観光連盟（以下連盟）と連携し
て、鶴岡市中期観光振興戦略プランを策定。ＤＣを本市
の認知度獲得に向けた好機と捉え、歴史・文化・自然・
環境などの地域資源を磨き上げ、「また来たい、住みたい」
と思える地域づくりを進めてきました。
　また、市場調査で「どこを観光すればいいのか分から
ない」という観光客がいることが分かりました。そこで、
観光地でスタンプを押す「手ぬぐいスタンプ帳」を販売。
鶴岡市内に長く滞在してもらうため、各観光地を線で結
び周遊を促しています。
　さらに、連盟と協働し、「『詣でる　つかる　いただき
ます』キャンペーン」を重点的に推進。旅行商品化によ
る観光誘客やＳＮＳ等を使った情報発信等に取り組んで
きました。

　同キャンペーンは、古くから精進修行の山と
温泉地を結び付けてきた「精進落とし」を再定
義。出羽三山や善寳寺、荘内神社等の寺社を詣
でた後、市内の温泉につかり、山・川・海等の
豊かな食材をたんのうする旅行プランを提案し
ます。ＤＣのテーマ「日本海美食旅」に沿って、
食を育んだ歴史や伝統などの背景と地域の食で
鶴岡のストーリーを伝えます。

新潟県・庄内エリアＤＣが始まるよ。
◎問合せ　本所観光物産課☎25‐2111内線543

特 集 －また来たい、住みたいと思える地域を目指して –

　ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）とはＪＲグ
ループ６社と地元自治体が連携して実施する国内最大級
の観光キャンペーン。10月１日～12月31日に、新潟県・
庄内エリアＤＣが開催されます。「日本海美

ガ ス ト ロ ノ ミ ー

食旅」をキ
ャッチフレーズに、「おいしい食の都庄内」の美食・美
酒の魅力を広く発信。国内外からの誘客を図るとともに、
地域の観光力を高め、交流人口の拡大による地域の活性
化を目指します。
　今回の特集ではＤＣに向けた本市の取り組みや、一般
社団法人Ｄ

デ ガ ム

ＥＧＡＭ鶴岡ツーリズムビューロー（以下Ｄ
ＥＧＡＭ）、観光現場の声等を紹介します。

詣でる　つかる　いただきます

押したスタンプの数だけ思い出を
持ち帰れる手ぬぐいスタンプ帳

月山神社、出羽神社、湯殿山神社の
神々を祀る三神合祭殿

四季を感じる日本海で採れた新鮮
な海の幸

湯田川温泉
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　皆さんが旅先で「いい旅だったな」、「また来たいな」
と思うのはどんなときですか。おいしいものを食べた
り、素晴らしい景色を見たりしたときはもちろん、現
地の人に温かい対応や心配りをしてもらったときでは
ないでしょうか。
　ＤＣをはじめ観光で本市を訪れる方々を笑顔とおも
てなしの心で迎え、鶴岡に「また来たい」、「住みたい」

と思ってもらうことは、地域の活性化につながります。
「ごみが落ちていたら拾ってきれいなまちを保つ」、「記
念撮影のお手伝いをする」など皆さんができるおもて
なしはたくさんあります。
　新潟県・庄内エリアＤＣの成功に向けた取り組みに
ついて、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いしま
す。

Ｄ
デ ガ ム

ＥＧＡＭって何をしているの？

おもてなしの心で

　今後、鶴岡の観光をＰＲしていく上で、「詣
でる」という部分で善寳寺には大きな役割が
あると思っています。東北の中でも五重塔が
２つもある市は鶴岡市だけ。羽黒山の五重塔
は出羽三山の山岳信仰の象徴、そして善寳寺
の五重塔は海の生き物たちの供養を願う漁師
たちの寄進で建てられた海の信仰の象徴です。
同じ五重塔でも山の五重塔、海の五重塔と、
観光資源としてもめりはりのある対照的なシ
ンボルになっていると思います。
　昨年から、手ぬぐいスタンプ帳を持ったお
客さんが確実に増えています。鶴岡を訪れた
観光客には「おいしい食べ物がたくさんあっ
てすごいね」だけでなくて、地域の信仰の深

さや文化といった心の深いところまで感じて
もらえるとありがたいです。
　イベントなどで善寳寺に訪れて一番驚くの
は、意外にも地元の方。「近くにこんなお寺
があるのを知らなかった」、「中に入ったのは
初めてだ」という方も多いです。善寳寺は龍
王殿や日本遺産の構成文化財の五百羅漢堂な
ど、観光資源にも恵まれています。誇れる宝
物がたくさんあ
りますので、ぜ
ひ地域の方にも
気軽に来ていた
だきたいと思い
ます。

観光現場の声

　　 　　 さん
龍澤山善寳寺請客侍者

（秘書室次長・広報主任）

篠﨑英治

国登録有形文化財の龍王殿

日に発足し、８月７日には「地域ＤＭＯ」の区分で庄
内初の候補法人に登録されました。31団体の観光関
係者が一丸となって観光戦略を推進し、観光情報サイ
ト「つるおか観光ナビ」等を通じたＰＲや旅行商品の
企画・販売等を行っていきます。
　「世界から認められる観光都市・鶴岡」の実現と、
観光が地域を支える産業の柱の一つとなることを目指
して、観光客にも地域住民にとっても魅力いっぱいの
地域づくりに努めていきます。

つるおか観光ナビHPはこちらから→
英語、フランス語、韓国語、中国
語にも対応しています

一般社団法人ＤＥＧＡＭ鶴岡ツーリズムビューロー
〒997‐0015 山形県鶴岡市末広町３‐１マリカ東館２階
☎25‐7678（観光案内）、☎26‐1218（事務所） 

　ＤＥＧＡＭは出羽三山のＤＥ、ガストロノミー（食
文化）のＧＡ、マネジメントのＭの頭文字による造

語。ラテン語でdegam
は、生きる、修行する
などを意味し、旅を連
想させる言葉です。観
光庁の日本版ＤＭＯ（観
光地域づくり推進法人）
登録を目指して７月１

設立時に「鶴岡　観光　元気」
宣言を実施

観光地への２次交通の整備
「詣でる　つかる　いただきま
す」キャンペーンと連動した羽
黒山参拝と
精進料理を
巡る観光ハ
イヤー等の
運行

ＤＣに向けた取り組み

出羽三山の精進料理

主な役割

観光客の満足度向上
２次交通、観光案内所などの受
入れ体制づくり

観光による地域活性化
現地発商品、サービス開発など
観光で稼げる地域へ

観光の司令塔
様々な関係者と協同し、観光振
興の方向性を示す

　
設立によってできること

ニーズに合った観光案内
各施設の情報に加え、交通、宿
泊、飲食などを含めた観光全般
の案内、手配

マーケティングに基づく事業展開
各種統計や観光客の動態調査・
分析に基づく事業の企画実施と
ＤＥＧＡＭ会員への情報提供
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市立農業経営者育成学校

「SEADS（シーズ）」の研修生（第 1期）募集が始まりました
農業振興

　シーズでは、農業経営に必要な知識を習得するた
めの座学や、現場での実践を通して循環型農業を学
ぶ研修、農家へ出向いて働きながら学ぶ農家インタ
ーンなど、充実したカリキュラムの下で鶴岡の農業
について学ぶことができます。２年間の研修期間を
通して、有機農業を中心とした〝稼げる農業″の習

　シーズの校舎、研修生の宿舎として活用するため、
10月から「旧いこいの村庄内」を改修する工事（宿
泊兼研修施設へのリノベーション）が始まります。

　シーズは、鶴岡市、山形大学農学部、東北芸術工科大学、ＪＡ鶴岡、ＪＡ庄内たがわ、ヤマガ
タデザイン㈱による「農業の人材育成・確保に関する協定」に基づき、産学官民が連携し、来年
４月の開校に向けて整備が進められている農業人材育成研修施設です。８月６日に第１期生とな
る研修生の募集を開始しました。

得を目指します。
　また、域外からの研修生だけでなく、地元の若手
農業者も学ぶことができる施設として活用。加えて、
農業者をはじめ、広く市民が集い、鶴岡の農業に触
れることができる農業の拠点施設になるよう取り組
んでいきます。

　研修生が心地よく農業を学び、ゆったり過ごすこ
とができ、市民の研修・交流の場としても活用でき
る施設となるよう整備します。

■問本所農政課☎内線578

有機農業を中心に、経営に必要な全てを、座学と実践を通じて学ぶ場

10月から校舎・宿舎への改修工事がスタート

※ 詳細はシーズ
　HPをご覧くだ
　さい。施設１階ロビーイメージ

　

８
月
９
日
の
甲
子
園
球
場
。
鶴
岡
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。

　

甲
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叶
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収
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の
人
生
。
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鶴
岡
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じ
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鶴
岡
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。
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。
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で
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の
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役
割
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ー
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だ
っ
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だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
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な
い
。
ベ
ン
チ
の
選 （20）
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荘内病院職員募集【令和２年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格
▷ 病院事務総合職（社会人経験者）…昭和55年４
月２日以降に生まれ、診療情報管理士の資格を有
し、病院等医療機関において医療事務（診療情報
管理業務、診療報酬請求業務等）の経験が５年以
上ある方

▷ 薬剤師（大卒程度）…昭和60年４月２日以降に
生まれ、薬剤師免許を取得している方及び令和２
年４月までに取得見込みの方

▷ 言語聴覚士（短大卒程度）…昭和60年４月２日
以降に生まれ、言語聴覚士免許を取得している方
及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 診療放射線技師（短大卒程度）…昭和60年４月
２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得し
ている方及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和50年４月
２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
及び令和２年４月までに取得見込みの方
　※�看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和２年４月までに取得見込みの方も募

集します。
■試験日時
　10月20日○日午前10時
■試験会場　
　荘内病院
■申込み受付
▷�９月２日○月～27日○金に、申込書を同院総務課へ
（郵送の場合、27日○金までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷�郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用　
封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで　
もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐
20）へ
▷�同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
からダウンロードすることもできます

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

福
祉
・
年
金
・
医
療

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
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さ
れ
ま
し
た
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地
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■問
本
所
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１
３
８
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透
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を
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け
て
い
る
方
に 

通
院
交
通
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を
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し
ま
す

■対
次
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全
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該
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す
る
方　

▽
市
内
に
住
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障
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て
い
る　
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け
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た
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用
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通
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し
て
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る　

▽

本
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居
世
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生
計
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さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
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護
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で
通
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受
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て
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な
い
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通
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し
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か
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付
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の
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低
い
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収
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３
6
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10
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に
開
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生
活
者
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援
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い
て

■対
老
齢
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一
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方

■
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入
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る
家
族
、
仲
間
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
チ

ー
ム
の
強
さ
と
な
る
。
昨
夏
出
場
の
羽
黒
高

校
の
応
援
は
、
宿
舎
を
訪
問
す
る
こ
と
も
検

討
し
た
が
、
日
程
が
合
わ
ず
断
念
。
遠
い
夢

だ
っ
た
甲
子
園
に
市
長
と
し
て
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
鶴
岡
東
高
校
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
だ
。
山
形
県
沖
地
震
か
ら
の

復
旧
に
取
り
組
む
中
、
全
て
の
市
民
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
た
試
合
だ
っ
た
。

　

８
月
８
日
の
深
夜
、
実
は
、
東
京
の
救
急

外
来
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
朝
ま
で
我
慢
し

よ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、
腹
痛
で
寝
ら
れ
ず
、

タ
ク
シ
ー
を
呼
び
病
院
に
向
か
っ
た
。
疲
れ

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
甲
子
園
の
応

援
の
前
に
は
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
だ
だ
ち
ゃ

豆
の
売
り
込
み
、
森
林
境
界
明
確
化
と
地
籍

調
査
の
関
係
の
整
理
、
関
西
と
庄
内
を
結
ぶ

バ
ス
会
社
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
慌
た
だ
し
か

っ
た
。
診
断
の
結
果
は
、
胃
や
腸
へ
の
感
染

に
よ
っ
て
腹
痛
が
起
こ
る
急
性
胃
腸
炎
。
自

然
に
良
く
な
る
も
の
だ
と
分
か
り
、
薬
を
処

方
し
て
も
ら
い
、
ほ
っ
と
し
て
ホ
テ
ル
に
戻

っ
た
。

　

８
月
10
日
は
結
婚
式
へ
。
乾
杯
の
発
声
の

際
、
前
日
の
甲
子
園
で
の
投
手
交
代
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
監
督
の
決
断
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
生
涯
の
伴
侶
と
な
る
結
婚
相
手
を

決
め
る
決
断
。
人
生
は
決
断
の
連
続
だ
。
山

形
県
沖
地
震
へ
の
対
応
の
際
に
も
様
々
な
決

断
を
迫
ら
れ
た
。
新
た
に
整
備
す
る
ご
み
焼

却
施
設
の
売
電
事
業
に
も
め
ど
が
つ
い
た
。

今
年
の
お
盆
休
み
は
次
に
備
え
て
少
し
休
も

う
、
そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
も
憧
れ
の
甲
子

園
だ
っ
た
。
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て
い
て
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
９
月
に
は
が
き
が
届
き
ま
す
。
４

月
２
日
以
降
に
新
規
で
年
金
を
受
給
さ
れ
る

方
は
、
請
求
と
併
せ
て
給
付
金
の
請
求
が
必

要
で
す　

■
支
払　

金
額
は
、
保
険
料
納
付

期
間
や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金

と
同
じ
日
に
、
年
金
と
同
じ
口
座
に
年
金
と

は
別
途
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
（
要
件
に
該
当

し
て
い
れ
ば
、
継
続
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
）。

来
年
１
月
以
降
に
請
求
し
た
場
合
は
、
請
求

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
払
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
速
や
か
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23

‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１

１
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
支
援
医
療
証
の
有
効
期

限
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
医
療
証
の
有
効
期
限
を
、
現

在
の
１
年
間
か
ら
、
中
学
3
年
生
の
年
度
末

ま
で
に
延
長
し
ま
す
。
９
月
が
誕
生
月
の
方

か
ら
、
順
次
延
長
し
た
医
療
証
を
お
送
り
し

ま
す
。

　

な
お
、
扶
養
者
の
所
得
確
認
や
加
入
情
報

（
住
所
、
氏
名
、
保
険
証
）
の
変
更
手
続
き

は
引
き
続
き
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

９
月
８
日
～
14
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

で
き
る
「
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
鶴
岡
市
で
対
象
と
な
る

税
金
は
、
法
人
市
民
税
と
個
人
住
民
税
（
特

別
徴
収
分
、
退
職
所
得
分
）
で
す
。
事
前
に

登
録
し
た
金
融
機
関
口
座
を
指
定
し
て
、
直

接
税
金
を
納
付
す
る
方
式
で
、
金
融
機
関
窓

口
等
に
出
掛
け
る
必
要
が
な
く
、
手
数
料
も

掛
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎
０

５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
９

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
６
日
○金
～
23
日

○月　

■時
・
■場
上
下
水
道

部
…
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

水
道
資
料
館
…
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

■内
下

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
の
展

示
、
標
語
作
品
へ
の
投
票　

■問
同
部
下
水
道

課
☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
同
課
及
び
鶴
岡
市

観
光
案
内
所
で
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布

中
。
市
HP

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う　

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３

６
１子

育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

（
市
町
村
連
携
枠
）
追
加
募
集

　

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た

め
、
県
と
市
が
連
携
し
、
対
象
者
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。 

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
県
内
高
校

を
卒
業
し
、
大
学
等
に
在
学　

②
日
本
学
生

支
援
機
構
第
一
種
ま
た
は
第
二
種
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
る　

③
大
学
等
を
卒
業
後
、

６
か
月
以
内
に
市
内
に
居
住
・
就
業
し
3
年

間
継
続
す
る
見
込
み　

④
指
定
の
産
業
分
野

へ
就
職
を
希
望　

■
返
還
支
援
額　

奨
学
金

の
返
還
残
額
と
認
定
後
貸
与
を
受
け
た
月
数

に
２
万
６
、
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額
の
う
ち
、

低
い
方
の
額　

■申
９
月
25
日
○水
ま
で
管
理
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
１
へ　

■他
市

HP

税
・
生
活
・
そ
の
他

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
「
地
方
税
共
通

納
税
シ
ス
テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は
地
方
税
の
申
告
等
を
地

方
公
共
団
体
の
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
10
月
か
ら
、
複
数

の
地
方
公
共
団
体
へ
一
括
し
て
電
子
納
税
が
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を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

２

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
２

日
○月
～
19
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」で
す 

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

▽
飼
い
主
は
動
物
を
終
生

大
切
に
飼
い
、
正
し
い
知

識
と
責
任
を
持
っ
て
育
て

ま
し
ょ
う（
動
物
を
虐
待
・

遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁
殖
を

望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て
ら
れ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

屋内多目的運動施設の基本設計がまとまりました
スポーツ振興

■問スポーツ課☎25‐8131

な
い
場
合
は
動
物
病
院
等
で
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し

て
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合
っ
た

快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ
ナ
ー

良
く
、
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４
７

４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
～
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
市
民
総
参
加
で
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

熊
の
出
没
に
注
意

　

秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬

眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特

に
夕
方
と
早
朝
は
、
人
里
に

出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地

に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、

音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
な
の
で
、
蜂
の

巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野
菜
や

　通常は屋外で行うサッカー、テニス等の競技スポ
ーツから、子供やお年寄り等が行う軽スポーツまで
幅広く活用できる人工芝のフィールドがあります。
　競技力向上や、健康づくりを目的とする生涯スポ
ーツ推進の拠点施設です。
■特徴

▽天候に左右されない
　降雨時や冬期間などでも天候にかかわらず活動す
ることができます。

▽広いアリーナ
　テニスコートを４面、ゲートボールでは８面設置
することができる県内有数の広さです。２階には１
周220mのウォーキングコースを設ける予定です。

▽誰もが使いやすい
　１階は入口からアリーナまでが同一平面で、２階
にはエレベーターで移動できるバリアフリー構造に

なっています。
■整備スケジュール
　現在、より詳細な実施設計を作成中です。来年度
には工事に着手し、令和 3 年の降雪期前の供用開
始を目指します。
■施設概要

【延床面積】約5,350㎡
【配置計画】１階：人工芝アリーナ、
更衣室、器具庫、事務室等　
２階：ウォーキングコース、ホール

【実施可能種目】テニス（硬式、軟式）、
フットサル、ゲートボール、グラウ
ンドゴルフ、軟式野球、軽スポーツ
等

【駐車台数】約190台
※詳細は市HPをご覧ください。

外観イメージ アリーナイメージ

ＴＤＫ庄内
鶴岡工場

至善寳寺
ＪＲ羽越線

至白山

建
設
地
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黒
、
櫛
引
、
朝
日
、
温
海　

■問
情
報
企
画
課

統
計
調
査
事
務
室
☎
24
‐
６
０
７
７

消
費
税
率
改
正
等
に
伴
う
施
設

使
用
料
等
の
変
更
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
○火
に
使
用
料
や
手
数
料
等
の
一

部
が
変
わ
る
主
な
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。
詳

細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等　

各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
防
災
）
セ
ン
タ
ー
、農
村
セ
ン
タ
ー
、

西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
、
羽
黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
大
網
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

■問

本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
０

▽
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー　

■問
温
海
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
43
‐
４
６
１
６

▼
社
会
教
育
関
係
施
設
　

▽
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
東
田
川
文
化

記
念
館
、
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
大
鳥

自
然
の
家
、
旧
遠
藤
家
住
宅
、
温
海
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

■問
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８

６
７

▽
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１

８
８

▽
中
央
公
民
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー　

■問
同
館

☎
25
‐
１
０
５
０

▼
保
健
・
衛
生
・
福
祉
施
設

▽
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）、

湯
野
浜
上
区
公
衆
浴
場
、
湯
野
浜
下
区
公
衆

浴
場　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

▽
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■問
本
所

福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

▽
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー　

■問
櫛
引
庁
舎
市

民
福
祉
課
☎
57
‐
２
１
１
６

果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
餌
に
な
る
の

で
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
所
が
民
家
に
近
い
場
合
は
、

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
つ　

▽
暗
く
な
る
前
に

帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
震
に
よ
る

電
気
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
原
因
が
特
定
さ
れ
た
火

災
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気
に
よ
る
出
火
で

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
、
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
震
発
生
時
に

外
出
中
だ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
、
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP秋

の
収
穫
作
業
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は
秋
季
農

作
業
事
故
防
止
強
化
月
間
で
す
。
次
の
こ
と

に
留
意
し
、
農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、
労
災
保

険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を　

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽
の

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

令
和
２
年
鶴
岡
市
成
人
式
の

開
催
に
つ
い
て

　

対
象
者
に
は
11
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

■日
来
年
1
月
12
日
○日
午
後
1
時
30
分　

■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
11
年
４
月
2
日
～

12
年
４
月
1
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
6

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

　

聴
覚
や
言
語
・
音
声
等
に
機
能
障
害
の
あ

る
方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
１
１
９
番
通
報
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

■
開
始
予
定
日　

10
月
１
日
○火　

■対
市
内
・

三
川
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
の
、
聴

覚
や
言
語
・
音
声
等
に
機
能
障
害
が
あ
る
方

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１

■他
要
事
前
登
録
。
市
HP

１
１
９
番
通
報
等
の
多
言
語
通

訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

　

外
国
人
観
光
客
な
ど
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
方
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
に
、
民
間
電
話
通
訳
セ
ン
タ
ー
と
の

３
者
通
話
で
、
24
時
間
３
６
５
日
対
応
す
る

同
時
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

■
開
始
予
定
日　

10
月
１
日
○火　

■
対
応
言

語　

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
等　

■問
消
防
署
通
信
指

令
課
☎
22
‐
８
３
２
１　

■他
市
HP

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

（
第
３
期
）
に
ご
協
力
を

　

同
調
査
は
調
査
員
が
全
国
全
て
の
事
業
所

の
活
動
状
況
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に
把

握
し
た
事
業
所
な
ど
、
一
部
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解

・
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
10
月
～
11
月　

■
該
当
地
区　

藤
島
、
羽

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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務
企
画
課
☎
57
‐
２
１
１
１

▽
ほ
の
か
た
ら
の
き
だ
い　

■問
櫛
引
庁
舎
産

業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

▽
あ
さ
ひ
家
族
キ
ャ
ン
プ
村
　
■問
朝
日
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
53
‐
２
１
２
０

▼
産
業
支
援
・
勤
労
者
施
設

▽
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■問
本
所

政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４　

▽
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
会
館

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
１

▽
藤
島
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁

舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３

▼
国
際
交
流
・
自
然
学
習
・
公
園
施
設
等

▽
出
羽
庄
内
国
際
村　

■問
食
文
化
創
造
都
市

推
進
課
国
際
事
務
室
☎
24
‐
１
１
８
１

▽
自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ　

■問
本
所
環

境
課
☎
内
線
７
２
０

▽
櫛
引
総
合
運
動
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
・
イ

ベ
ン
ト
広
場　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線

４
５
９

▽
駅
前
再
開
発
ビ
ル
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車

場　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６
３

▽
櫛
引
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア　

■問
櫛
引
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

▽
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

▼
医
療
機
関

▽
荘
内
病
院　

■問
荘
内
病
院
医
事
課
☎
26
‐

５
１
１
１

▽
湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院　

■問
荘
内
病
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１

▽
国
民
健
康
保
険
上
田
沢
診
療
所
、
大
網
診

療
所　

■問
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
53
‐
２

１
１
４

▽
各
体
育
施
設
（
温
海
湯
見
ヶ
代
運
動
場
を

除
く
）、
学
校
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
、
藤

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

■問
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
25
‐
８
１
３
１

▽
赤
川
市
民
ゴ
ル
フ
場　

■問
本
所
都
市
計
画

▽
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁
舎

市
民
福
祉
課
☎
64
‐
５
８
０
６

▽
健
康
の
里
ふ
っ
く
ら　

■問
朝
日
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
53
‐
２
１
１
５

▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設　

課
☎
内
線
４
５
９

▼
レ
ジ
ャ
ー
・
観
光
施
設
　

▽
い
で
は
文
化
記
念
館
、
創
造
の
森
交
流
館　

■問
羽
黒
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
26
‐
８
７
７
６

▽
黒
川
能
の
里
王
祇
会
館　

■問
櫛
引
庁
舎
総

370
高齢者等外出支援事業

バス定期券購入の負担金を改正します
高齢者等の外出支援

　消費税率改正に伴い庄内交通㈱では10月１日からのバス運賃改正を申請しています。
これを受け70歳以上の方と自動車免許を返納された方を対象とした高齢者等外出支援事
業による定期券購入の自己負担額を次のとおり改正します。

■問本所地域振興課内「鶴岡市地域公共交通活性化協議会」事務局☎内線522
　　　　　　　　または庄内交通㈱☎22‐2600へ

長沼温泉ぽっぽの湯、やまぶし温泉ゆぽか、くしびき温泉ゆ～Town

入浴料改正・３施設合同イベントのお知らせ
日帰り温泉

　消費税率改正に伴い10月１日から入浴料を次のとおり改正します。

☆ ９月30日まで購入した回数券等は、10月１日以降も改正後入浴料との差額を支払わな
くても利用できます。各施設でお買い求めください。

　　�■問本所観光物産課☎内線548または長沼温泉ぽっぽの湯☎64‐4126、
　やまぶし温泉ゆぽか☎62‐4855、くしびき温泉ゆ～Town☎57‐4313

【改正前】
券　種 販売金額 自己負担額
１か月券 1万円 2,500円
３か月券 2万7,000円 7,500円
６か月券 5万4,000円 1万5,000円
12か月券 10万8,000円 3万円

【改正後】
販売金額※ 自己負担額
1万370円 2,550円
2万8,000円 7,650円
5万6,000円 1万5,300円
11万2,000円 3万600円

※ 予定額。▼

【改正前】

券　種
入浴料

　大人※１ 小学生

１回券
個人 430円 210円
団体※２ 360円 170円

回数券
11回券 4,300円 2,100円
24回券 8,600円 4,200円

１か月券 9,600円 4,700円

【改正後】
入浴料

　大人※１ 小学生
450円 220円
370円 180円
4,500円 2,200円
9,000円 4,400円
1万円 4,900円

※１  入湯税を含む。　※２  大人と小学生を合わせて25人以上。

▼

３施設合同イベント　スタンプラリーを開催！
３施設を巡った方には記念品をプレゼントします。
この機会に特色豊かな日帰り温泉３施設を楽しんでみませんか。
■日10月１日○火～31日○木

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

羽黒 松ヶ岡夏祭りWEEK（SILKグランピング・ラボ、テーブルセンターづくり、ベンチづくり、マグカップづくり など）

＜松ヶ岡開墾場＞

同開墾場を憩いの場として活用する食やクラフ
トなど盛りだくさんの初企画です。目玉のグラ
ンピングではシルクを使ったテーブルコーディ

８.４
～15

ネートやピザ作りなど、上質な空間を満喫。ラ
ボでは紡績工程で発生する成分を使ったつかめ
る水作りやシルクスクリーン等に挑戦しました。

朝日 朝日地域夏季観光バス試験運行

朝日地域の各観光地を回る、夏季の土曜・
日曜日、祝日限定バス。観光客は早朝のバ
スに乗り込み朝日連峰へ向かいました。

７.20
～

９.29

＜朝日庁舎前バス停ほか＞

櫛引 黒川能装束虫干し特別公開展示

能装束14点と能面35点を展示。来館者
は繊細な文様の華やかな装束や、豊かな
表情をもつ能面に見入っていました。

７. 25
～28

＜黒川能の里王祇会館＞
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開放感のある会場で、歌声喫茶のような
雰囲気の中、生演奏に合わせて参加者全
員で懐かしのナンバーを歌いました。

７. 26

藤島 うたごえ広場

＜藤島歴史公園「Hisu花」＞

鶴岡 北海道木古内町・鶴岡市姉妹都市盟約30周年記念式典

旧庄内藩士が開拓のため移住したことを
機縁とする同盟約。節目を迎えより一層
きずなを深めていくことを確認しました。

７. 27

＜東京第一ホテル鶴岡＞

鶴岡 歯医者さんになってみよう！

歯医者に親しみをもってもらおうと初企
画。歯科衛生士に教わりながら、患者役
のお母さんの歯をきれいにしていました。

７. 27

＜石田おさむ歯科医院＞

市内 江戸川サマーキャンプ in 鶴岡

江戸川区鹿本小４年生が歌舞伎のくま取
りやしな細工などに挑戦。地引き網体験
等では朝暘三小の児童とも交流しました。

７. 29
～

８. １

＜由良海岸ほか＞

市外 ジェットスター・ジャパン㈱ 庄内ー成田線就航

１日１往復運航する同路線。到着した第
１便は多くの人々の歓声と消防車から放
水した水のアーチで出迎えられました。

８.１

＜庄内空港＞

夏休みの機会に鶴岡の食文化への理解を
深めてもらおうと開催。循環型農業やキ
クラゲ栽培などを見学しました。

８.１

　　　　＜㈱五十嵐ファーム、鈴木農園ほか＞

温海 食文化自由研究講座～温海・小名部地区の食探検隊！～
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大
網
・
月
山
筍
畑
手
入
れ
作
業

■日
９
月
20
日
○金
午
前
10
時　

■場
大
網
地
内
の

ほ
場　

■定
10
人　

■内
細
竹
の
切
り
出
し
作
業　

■申
９
月
18
日
○水
ま
で
大
網
地
区
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
54
‐
６
５
４
６
へ

ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷　
　
　
　
　

そ
ば
の
お
花
見
カ
フ
ェ

■日
９
月
21
日
○土
午
後
１
時　

■場
ふ
る
さ
と
む

ら
宝
谷
ふ
れ
あ
い
広
場　

■内
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
、
そ
ば
の
花
と
そ
ば
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し

む　

■問
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
運
営
管
理
組
合

☎
57
‐
４
４
１
５

「
来
て
、
見
て
、
さ
わ
っ
て
、
や
っ
て
み
て
」　
　
　
　
　
　
　

～
体
験
！
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
世
界
～

■日
９
月
23
日
○月
午
後
１
時　

■場
霞
城
セ
ン
ト

ラ
ル
（
山
形
市
）　

■内
点
字
を
書
く
、
見
え

な
い
世
界
を
歩
く
、
理
科
実
験
教
室
、
目
と

見
え
方
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
等　

■問
山
形
盲
学

校
☎
０
２
３
‐
６
７
２
‐
４
１
１
６

東
北
公
益
文
科
大
学
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
21

「
金
峯
山
と
ク
ア
オ
ル
ト
の
可
能
性
」

▼
講
演
会　

■日
９
月
24
日
○火
午
後
２
時　

■場

公
益
大
大
学
院　

■師
小
関
信
行
氏
（
日
本
ク

ア
オ
ル
ト
研
究
所
所
長
）

▼
金
峯
山
麓
を
歩
く　

■日
９
月
25
日
○水
午
前

９
時
30
分
（
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
集
合
）　

■申
９
月
23
日
○月
ま
で
同
大
地
域

共
創
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
41
‐
１
１
１

５
へ

６
時
30
分
（
23
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
大
人
…
３
０

０
円　

高
校
生
以
下
…
無
料　

■申
鶴
岡
日
本

書
画
鑑
賞
愛
好
会

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村　
　
　

観
光
く
り
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
14
日
○土
～
10
月
中
旬
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
１
０
０
円
（
別
途
栗く
り

代
）　

■申
そ
ば
処

大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
14
日
○土
～
19
日
○木
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
19
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
１
９
７
８ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
15
日
○日
午
後
６
時
45
分　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
１
、
０
０
０
円
（
当

日
は
２
０
０
円
増
し
）　

鶴
岡
市
敬
老
の
つ
ど
い

■日
９
月
19
日
○木
午
前
９
時
45
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

先
着
７
０
０
人　

■内
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
保
育
園
児
が
描
い
た
祖
父
母
の
絵
の
展

示
等　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
２

・
■問
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部
の
催
し

▼
囲
碁
無
料
体
験
教
室　

■日
９
月
８
日
○日
午

前
10
時
15
分　

■場
囲
碁
サ
ロ
ン
鶴
岡

▼
鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会　

■日
９
月
16

日
○月
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
Ａ
ク

ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３
段
以
下

文
化
講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　

愛
執
を
見
つ
め
る『
源
氏
物
語
』

■日
９
月
13
日
○金
午
後
４
時
30
分　

■定
先
着
70

人　

■師
藤
原
克
己
氏
（
武
蔵
野
大
学
文
学
部

特
任
教
授
）　

■場
・
■申
９
月
８
日
○日
ま
で
丙

申
堂
☎
22
‐
０
０
１
５
へ　

団
子
を
食
べ
な
が
ら
大
望
遠
鏡
で
お
月
見

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■日
９
月
13
日
○金
午
後
７
時　

■定
先
着
20
人

■場
・
■申
金
峰
少
年
自
然
の
家
☎
24
‐
２
４
０

０　

■他
申
込
み
時
に
団
子
の
希
望
を
お
聞
き

し
ま
す
（
１
串
20
円
）

鼠
ヶ
関
港　

と
れ
た
て
！　

お
魚
市
「
紅
エ
ビ
ま
つ
り
」

■日
９
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

山
形
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■問
鼠
ヶ
関

自
治
会
内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

日
本
画
展　
「
花
鳥
風
月
」を
鮮
や
か
に

描
い
た
庄
内
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
た
ち

■日
９
月
14
日
○土
～
23
日
○月
午
前
９
時
～
午
後

催
し

鶴
岡
田
川
地
区
児
童
生
徒
考
案
創
作

展
（
科
学
展
・
社
会
科
展
同
時
開
催
）

■日
９
月
６
日
○金
～
８
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
児
童
生
徒
の
夏

休
み
制
作
ア
イ
デ
ア
作
品
等
を
展
示　

■問
学

校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
～
こ
こ
か
ら
広
が
る
笑
顔
の
輪
～ 

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
８
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

ガ
ラ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
、
学
校
紹

介
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
血
圧
測
定
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
試
着
・
撮
影
、
喫
茶
等　

■場

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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道
館
の
日
に
寄
せ
て
」
本
間
豊
氏
（
致
道
博

物
館
学
芸
部
長
）　

▽
２
時
45
分
（
荘
内
神

社
参
集
殿
）
…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発

表
会　

▽
３
時
15
分
（
同
）
…
「
黒
川
能
と

庄
内
藩
酒
井
家
」
上
野
由
部
氏
（
黒
川
能
下

座
太
夫
20
代
目
）　

六
十
里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と

山
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
作
り
体
験

■日
９
月
29
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■定
先
着
25
人

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■持
は
さ

み
等　

■申
9
月
21
日
○土
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観

光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

～
酒
と
肴
と
鼠
ヶ
関
～　
　
　
　

サ
ワ
ラ
ま
つ
り

■日
９
月
29
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

■場

マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■内
サ
ワ
ラ
料

理
販
売
、
地
酒
の
試
飲
、
酒
の
肴さ
か
なと
特
産
品

販
売
、
念
珠
関
辨
天
太
鼓
演
打　

■問
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
HP

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
予
定
〉

▼
佳
陽
会
日
本
画
展　

■日
１
日
○火
～
６
日
○日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
１
日
は
午
後

２
時
か
ら
、
６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
一
東
書
道
会
鶴
岡
支
部
畊
雅
会
か
な
書
作

展　

■日
４
日
○金
～
６
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
表
千
家
流
茶
会　

■日
６
日
○日
午
前
10
時
～

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス 

生
物
の
多
様
性
を
考
え
る

■日
９
月
28
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
15
分　

■対
高
校
生
先
着
20
人　

■場
・
■申
９
月
13
日
○金

ま
で
山
大
農
学
部
☎
28
‐
２
９
１
１
へ

鶴
岡
養
護
学
校
「
創
立
40
周

年
記
念
式
典
」「
つ
る
よ
う
祭
」

■日
９
月
28
日
○土
午
前
９
時
23
分
～
午
後
１
時

50
分　

■内
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
お
祭
り
広
場
、

バ
ザ
ー
等　

■場
・
■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

シ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の

ネ
ッ
ト
依
存
・
ゲ
ー
ム
依
存
」

■日
９
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
酒
田
市

公
益
研
修
セ
ン
タ
ー　

■定
１
０
０
人　

■師
東

海
林
岳
樹
氏（
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ

ー
診
療
部
長
）　

■申
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
シ
オ
ン
☎
68
‐
５
４
７
７　

■他
託
児
あ
り

（
要
申
込
み
）

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

～
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
～

■日
９
月
28
日
○土
午
後
６
時　

■
出
演　

四
管

獣　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中

学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水
族

館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
の
方
は
無
料

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
28
日
○土　

■時
・
■場
・
■内
▽
午
後
１
時

45
分
（
致
道
館
）
…
致
道
館
の
日
式
典
、「
致

▼
共
通　

■問
同
大
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

藤
沢
周
平
記
念
館
企
画
展　
　
　
　

「
藤
沢
周
平
と
米
沢
」

■日
９
月
27
日
○金
～
来
年
3
月
31
日
○火
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以

下
…
無
料　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

■他
9
月
26
日
○木
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館　

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
27
日
○金
～

29
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
29
日
は
午

前
９
時
～
午
後
３
時
）　

▽
ス
テ
ー
ジ
部
門

…
29
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■日
▽
展
示
部
門
…

９
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
29
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

▽
お
茶
席

…
９
月
28
日
○土
煎
茶
、
29
日
○日
抹
茶　

▽
売

店
・
食
堂
…
９
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院　

ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
９
月
28
日
○土
午
後
１
時　

■内「
こ
れ
か
ら

の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
を
考

え
る
～
関
係
機
関
・
地
域
社
会
と
の
協
働
の

在
り
方
～
」　

■場
・
■申
９
月
25
日
○水
ま
で
同

大
学
院
☎
29
‐
０
５
５
５
へ

環境フェアつるおか2019

豊かな海をいつまでも
～とめよう温暖化、なくそうプラごみ～
■日９月29日○日午前９時30分～午後３時
■場小真木原総合体育館
■内 ▽表彰・作品展示
　　環境かるた、グリーンカーテンコンテスト
　 ▽環境に関する製品や活動の紹介展示
　 ▽環境クイズ（正解者に苗木をプレゼント）
　 ▽体験コーナー
　　サイエンスびっくり実験、漂着物アート等
■持マイバッグ、マイ箸、マイボトル
■他HP
－参加者大募集－
▼子ども環境学習ひろば
■対小学生以上の親子15組
■内環境を考えるリサイクル工作等
■申９月20日○金まで同事務局へ
▼エコドライブ講習＆コンテスト
■対普通自動車運転免許資格を持つ方20人
■内エコドライブの講習と燃費コンテスト　
■申９月20日○金まで同事務局へ

■問本所環境課内�「環境つるおか推進協議会」事務局☎内線720

鶴岡市エコキャラ
「みどりちゃん」
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る
喜
び
を
知
っ
た
時
」
伊
藤
信
之
氏
（
鶴
岡

市
「
舞
承
連
」
代
表
）　

■申
９
月
20
日
○金
ま

で
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
２
０
１
８
へ

鎌
田
邦
裕
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

■日
10
月
13
日
○日
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

学
生
…
１
、
０
０
０
円
（
当
日
は
各
５
０
０

円
増
し
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

鶴
岡
楽

器
㈱　地

方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
山
形　
　
　
　

「
若
者
の
田
園
回
帰
に
よ
る
や
ま
が
た
創
生
」

■日
10
月
16
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
（
山
形
市
）　

■定
３

０
０
人　

■内
▽
基
調
講
演
…
山
中
大
介
氏

（
ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
㈱
代
表
取
締
役
）　

▽

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
松
村
茂
氏

（
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
）、佐
々
木
隆
馬

氏
（
山
里
交
流
館
や
ま
さ
ぁ
ー
べ
館
長
）、

梶
村
勢
至
氏
（
真
室
川
町
移
住
定
住
推
進

員
）、
黒
田
三
佳
氏
（
人
材
育
成
ア
カ
デ
ミ

ー
ロ
ー
ズ
レ
ー
ン
代
表
）、松
本
友
哉
氏
（
合

同
会
社
と
び
し
ま
共
同
代
表
）　

■申
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
HP　

■問
山
形
県
市
町
村
課
地

域
活
力
創
造
室
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
４

０
７下

重
暁
子
講
演　
　
　
　
　

「
年
齢
は
捨
て
な
さ
い
」

■日
11
月
13
日
○水
午
後
１
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

用
具　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４
４
３

６
障
害
の
あ
る
方
の
家
族
交
流
会

■日
10
月
１
日
○火
午
前
９
時
50
分
～
午
後
３
時

■場
寿
海
荘　

■対
市
内
在
住
の
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
等
の
あ
る
方
の
家
族
先
着
20
人

■費
６
０
０
円　

■申
９
月
２
日
○月
～
17
日
○火
に

鶴
岡
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐

２
７
９
４
へ

山
形
大
学　
　
　
　
　
　
　

農
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
５
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　

■内
炊
き
立
て
御
飯
の
振
る
舞
い
、
農
産
物
販

売
、
音
楽
祭
、
農
機
シ
ョ
ー
等　

■場
・
■問
山

大
農
学
部
高
坂
農
場
☎
24
‐
２
２
７
８

出
羽
の
古
道 

六
十
里
越
街
道　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
10
月
11
日
○金　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課

内
「
出
羽
の
古
道
六
十
里
越
街
道
会
議
」
事

務
局
☎
53
‐
２
１
２
０　

■他
時
間
・
場
所
等

詳
細
は
市
HP

青
少
年
育
成
に
関
心
が
あ
る
方
へ　
　

庄
内
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

■日
10
月
５
日
○土
午
後
１
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「『
悪
さ
』・『
つ

ま
ず
き
』・『
失
敗
』
を
『
育
ち
の
栄
養
素
』

に
変
え
る
‐
『
子
ど
も
文
化
』
と
『
甦
育
』

の
視
点
」
竹
原
幸
太
氏
（
公
益
大
公
益
学
部

教
授
）、
事
例
発
表
「
一
番
の
成
長
は
魅
せ

成
吟
「
親
と
子
の
情
愛
を
詠
ず
」　

■日
20
日

○日
午
後
１
時　

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

▼
庄
内
写
真
研
究
会
写
真
展　

■日
23
日
○水
～

27
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
27
日

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
写
真
教
室
写
真
展　

■日
23
日
○水
～
27
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
飛
雲
会
展　

■日
24
日
○木
～
27
日
○日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
（
27
日
は
午
後
３
時
ま

で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
如
月
会
水
墨
画
展　

■日
24
日
○木
～
27
日
○日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
27
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
26

日
○土
～
11
月
４
日
○月
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会　

■日

27
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
フ
ォ
ト
・
ア
イ
写
真
展　

■日
30
日
○水
～
11

月
４
日
○月
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
４

日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

☎
57
‐
２
０
０
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

入
会
説
明
会

■日
９
月
30
日
○月
、
10
月
15
日
○火
・
30
日
○水
、

11
月
15
日
○金
・
29
日
○金
、
12
月
26
日
○木
、
来

年
１
月
15
日
○水
・
30
日
○木
、
２
月
14
日
○金
・

28
日
○金
、
３
月
30
日
○月
午
前
10
時　

■持
筆
記

午
後
３
時　

■場
致
道
館　

■費
８
０
０
円

▼
遠
州
流
茶
会　

■日
６
日
○日
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費

８
０
０
円

▼
山
形
県
大
正
琴
・
文
化
箏
愛
好
会　

山
琴

箏
会
公
演　

■日
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場

中
央
公
民
館

▼
ハ
ウ
オ
リ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
公
演　

■日
６
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

小
学
生
…
１
、

０
０
０
円　

幼
児
…
５
０
０
円

▼
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽
写
真
展
覧
会　

■日
10

日
○木
～
14
日
○月
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時　

（
14
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展　

■日
10

日
○木
～
14
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会　

■日
13
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

■場
図
書
館
本
館　

■費
２
、

０
０
０
円

▼
裏
千
家
秋
の
茶
会　

■日
13
日
○日
午
前
10
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内
国
際

村　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展　

■日
19
日
○土
・

20
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
20
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
発
表
会

■日
20
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分　

■場

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
八
沢
会
唄
と
踊
り
の
つ
ど
い　

■日
20
日
○日

正
午　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
日
本
九
重
流
朝
暘
清
吟
会
吟
詠
大
会　

構

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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家
族
を
さ
さ
え
る
緩
和
ケ
ア
～
」
和
泉
典
子

（
荘
内
病
院
医
師
）　

■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

み
ん
な
で
歩
こ
う
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■日
９
月
28
日
○土
午
前
８
時
（
朝
日
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■師
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
連
盟
公
認
指
導
員　

■費
２
、
２

０
０
円　

■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同

ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
出
羽
街
道
の
宿
場
街　

小
国
宿
を
巡
る

■日
９
月
29
日
○日
午
前
９
時
（
小
国
山
村
振
興

セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30

分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
→

熊
野
神
社
小
国
城
跡
→
ふ
れ
あ
い
公
園
→
小

国
集
落
農
道
→
永
淳
寺
→
起
点
（
５
㎞
）

■申
９
月
17
日
○火
～
24
日
○火

■内
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り

の
会
、
職
員
有
志
に
よ
る
楽
器
演
奏　

■申
同

院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
荘
内
病
院
の
眼
科
診
療
に
つ
い
て
」

山
内
悠
也
（
荘
内
病
院
医
師
）、「
が
ん
と
と

も
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
～
患
者
さ
ん
と
ご

ル
・
サ
ン　

■費
２
、
5
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ

ト
取
扱
い
　
市
内
書
店
等
　
■問
ア
イ
ス
リ
ー

㈱
☎
23
‐
８
１
３
９

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

荘
内
病
院　
　
　
　
　
　
　

緩
和
ケ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
25
日
○水
午
後
３
時
30
分　

■場
同
院< 市民先行エントリー >　

●販売方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ　�
　※１人２枚まで。
●受付期間　９月８日（日）午前10時～15日（日）
　※申込み多数の場合は抽せん。当落結果をメールで通知。
　※インターネット環境がない方は要問合せ。
● チケット引換え　９月21日（土）～28日（土）に同館へ（クレジットカード不可）
＜一般販売＞
●販売方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ　　
　※１人２枚まで。
●販売開始　10月１日（火）午前10時から先着順
●チケット引換え　購入確定から２週間以内に同館へ（クレジットカード不可）
　※希望者には代金引換で郵送（手数料600円はお客様負担）。

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

12 月 20 日（金）  START 18：30　

荘銀タクト鶴岡 大ホール 全席指定 8,640 円（税込）

2019年度自主事業

森高千里
「この街」TOUR2019

10 月 13 日（日） START 17：00　

荘銀タクト鶴岡 大ホール
全席指定 7,945 円（税込）

※未就学児入場不可。
※再入場不可。
※公演会場内の映像・写真が公開される場合が
　あります。
●販売方法＜一般販売のみ＞
　荘銀タクト鶴岡ホームページ　ほか
　※１人4枚まで。
●販売開始　９月７日（土）午前10時から先着順
●チケット引換え　購入確定から２週間以内に同館へ（クレジットカード不可）
　※希望者には代金引換で郵送（手数料600円はお客様負担）。
☆その他各種プレイガイド情報は、荘銀タクト鶴岡ホームページに記載
　　　　　　　　　　　　　問合せ　ジー・アイ・ピー☎022‐222‐9999　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

CHEMISTRY LIVE TOUR 2019
「CHEMISTRY～Still Walking～」
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つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

▼
藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り　

■日
10
月
５
日

○土
午
前
９
時
（
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
→
藤
沢

西
村
→
岩
屋
→
林
道
金
峯
線
→
起
点（
５
㎞
）　

■申
９
月
24
日
○火
～
30
日
○月　
　

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■費
大
人
…
１
、
０

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
コ

ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸
、
軽
食
等　

■申
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約
。
市
HP

身
体
障
害
者
手
帳
お
も
ち
の
方
楽
し
く
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
市
身
体
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■日
９
月
29
日
○日
午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時　

■場
朝
暘
二
小　

■内
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ダ
ー

ツ
、
輪
投
げ
、
ボ
ッ
チ
ャ
等　

■費
５
０
０
円

（
昼
食
代
）　

■申
９
月
７
日
○土
ま
で
鶴
岡
市
身

体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

鶴
岡
市
応
援
デ
ー 

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
VS
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

■日
９
月
29
日
○日
午
後
２
時　

■場
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
（
天
童
市
）

▼
応
援
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売　

■対
市
民
ま

た
は
市
内
に
勤
務
の
方　

■
席
種　

バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
免
許
証
、

保
険
証
等　

■
チ
ケ
ッ
ト　

９
月
27
日
○金
ま

で
小
真
木
原
総
合
体
育
館
で
販
売
（
試
合
会

場
で
当
日
の
販
売
あ
り
）

▼
無
料
直
行
バ
ス
（
小
真
木
原
公
園
午
前
10

時
30
分
発
）
の
運
行　

■対
市
民
ま
た
は
市
内

に
勤
務
の
方
先
着
90
人
（
中
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
。
試
合
の
入
場
券
は
別
途
購
入
）

■申
９
月
27
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１
へ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
10
月
５
日
○土
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
～
認
知
症
か
な
？

と
思
っ
た
ら
～
」
富
樫
千
代
美
（
荘
内
病
院

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）、
ア
ド
バ
イ
ス　

■申
10
月
３
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
５
３
３
へ

２
本
の
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
全
身
運
動 

水
中
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■日
10
月
６
日
○日
午
後
２
時
45
分　

■場
ス
パ
ー

ル　

■定
先
着
30
人　

■師
宮
下
充
正
氏
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）　

■持
水
着
等　

■申
10
月
１

日
○火
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

■
通
年
コ
ー
ス

▼
腰
痛
・
肩
こ
り
解
消
ス
イ
ミ
ン
グ　

■日
毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分　

■場
市
民
プ
ー
ル

■費
２
万
円
（
月
払
い
２
、
２
０
０
円
）

▼
脂
肪
燃
焼
エ
ア
ロ（
ナ
イ
ト
）　

■日
毎
週
水

曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、
０
０

０
円
）

▼
ヘ
ル
シ
ー
ヨ
ー
ガ　

■日
毎
週
水
曜
日
午
後

７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
１
万

５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、
０
０
０
円
）

▼
共
通　

■費
別
途
登
録
年
会
費
２
、
０
０
０

円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
無
料
体
験
１
回
可

■
短
期
教
室

▼
開
脚
道
教
室
（
全
９
回
）　

■日
10
月
２
日

か
ら
の
水
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

■費
８
、
０
０
０
円　

■持
バ

ス
タ
オ
ル
等　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐

８
１
３
１

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

■日
10
月
12
日
○土
午
前
10
時　

■内
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
メ
ジ
ャ
ー
競
技（
６
イ
ニ
ン
グ
２
試
合
制
）　

■費
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
９
月

13
日
○金
ま
で
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同

ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
～
金
曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時
・
６

時
～
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
～
４
時
・

６
時
～
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

■
臨
時
休
館

日　

９
月
25
日
○水
～
10
月
９
日
○水　

■問
鶴
岡

水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
火
曜
・
木
曜
日
…
朝
暘
二
小
体
育
館

金
曜
日
…
朝
暘
武
道
館
（
月
１
・
２
回
）　

土
曜
日
…
友
江
道
場　

■時
午
後
６
時
30
分　

■対
５
歳
以
上　

■費
月
額
３
、
０
０
０
円
（
別

途
入
団
費
・
保
険
料
）　

■申
会
場
で
受
付　

■問
荘
内
空
心
会
（
阿
部
）
☎
24
‐
８
７
５
７

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
天
腎
祭
」

■日
10
月
20
日
○日
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■内
腎
臓
病
・
減
塩
の
食
事
・
認
知
症

に
関
す
る
講
演　

■問
鶴
岡
地
区
医
師
会
☎
22

‐
０
１
３
６

小
学
１
年
～
３
年
生
、
年
中
・
年
長
児
が
対
象

た
か
だ
て
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■日
・
■内
・
■師
11
月
23
日
○土
午
前
10
時
…
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
池
田
め

ぐ
み
氏
（
山
形
県
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

30
日
○土
、
12
月
7
日
○土

午
前
10
時
…
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
釼
持
由
美
氏

■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
２
種

目
３
回
一
括
…
２
、
５
０
０
円　

１
回
の
み

…
１
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

子
育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
自
然
体
験
活
動
「
オ
ー
タ
ム
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
in
大
鳥
」　

■日
９
月
14
日
○土
午
前
８
時

50
分
～
午
後
４
時
（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥

地
区　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
魚
つ
か
み
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等　

■費
５
０
０
円　

■持
昼
食

▼
乳
幼
児
行
事「
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
」　

■日
９
月
20
日
○金
午
前
10
時　

■場
南
部
児
童
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
足
形
・
手
形

ア
ー
ト
、
自
由
遊
び
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30
年
３
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
２
組

■申
９
月
９
日
○月
ま
で
各
園
へ　

■他
子
供
の
給

食
あ
り
。
希
望
す
る
保
護
者
へ
の
給
食
試
食

あ
り
（
２
５
０
円
）

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座　

「
き
ょ
う
だ
い
の
育
ち
あ
い
」

■日
９
月
17
日
○火
午
前
10
時
30
分　

■師
市
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
も
行
い
ま
す　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
全
６
回
）

■日
９
月
29
日
、
10
月
６
日
、
11
月
24
日
、
12

月
１
日
・
８
日
・
22
日
の
日
曜
日
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
先

着
10
人　

■申
9
月
17
日
○火
ま
で
山
形
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
☎
０
２
３
‐
６
３
２
‐
２

２
９
６
へ　

■他
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

い
の
ち
の
重
み
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
10
月
７
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■場
鶴
岡
南

高
校
山
添
校　

■対
12
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
保
護
者
12
組　

■内
高
校
生
と
赤
ち
ゃ

ん
の
ふ
れ
あ
い　

■申
９
月
１
日
○日
～
10
月
４

日
○金
に
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
10
月
８
日
○火

午
前
９
時
～
午
後
１
時　

■場
由
良
海
岸　

■対

転
入
者
の
方
で
２
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
10
組　

■内
鶴
岡
の
自
然
を
楽
し
み

郷
土
料
理
を
味
わ
う　

■申
９
月
４
日
○水
か
ら

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
秋
〟　

■日
10
月
10
日
○木

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児

月
５
日
○木
～
15
日
○日

▼
共
通　

■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

小
学
生
の
子
供
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
対
象　
　
　
　

海
あ
そ
び
ス
ペ
シ
ャ
ル
㏌
由
良
！

■日
９
月
15
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場

由
良
海
岸　

■定
先
着
10
組　

■内
海
あ
そ
び
を

中
心
と
し
た
自
然
体
験
活
動　

■費
１
人
５
０

０
円　

■申
９
月
６
日
○金
ま
で
本
所
子
育
て
推

進
課
☎
内
線
１
５
０
へ

親
子
で
保
育
園
体
験
「
保
育

園
で
遊
ぼ
う
」
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

■日
９
月
17
日
○火
午
前
10
時　

■
実
施
園　

か

た
ば
み
保
育
園
（
☎
22
‐
０
６
８
６
）、
西

部
保
育
園
（
☎
23
‐
５
６
４
６
）、
南
部
保

育
園
（
☎
22
‐
０
５
２
７
）　

■対
各
園
未
就

園
の
０
歳
児
（
平
成
30
年
４
月
～
31
年
４
月

生
ま
れ
）
及
び
１
歳
児
（
平
成
29
年
４
月
～

▼
自
然
体
験
活
動
「
オ
ー
タ
ム
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
in
鶴
岡
」　

■日
10
月
６
日
○日
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
（
同
館
集
合
）　

■場
鶴
岡

市
内　

■対
小
学
生
先
着
10
人　

■内
身
近
な
自

然
を
楽
し
も
う　

■持
昼
食

▼
共
通　

■申
９
月
２
日
○月
か
ら
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０
へ

西
部
児
童
館 
ゆ
め
っ
く
り　
　
　
　
　
　

▼
ゆ
め
っ
く
り
特
別
企
画
「
み
ん
な
で
楽
し

も
う
３
Ｂ
体
操
」　

■日
９
月
14
日
○土
午
前
10

時
30
分　

■場
同
館　

■対
小
学
生
先
着
30
人

■内
３
つ
の
手
具
で
健
康
体
操　

■申
９
月
５
日

○木
～
12
日
○木

▼
家
族
で
あ
そ
ぼ
う
②
ド
ラ
ム
缶
で
ピ
ザ
作

り
㏌
金
峰　

■日
９
月
29
日
○日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分　

■場
金
峰
少
年
自
然
の
家　

■対
幼
児
・
小
学
生
の
親
子
先
着
15
組　

■申
９

< 市民先行エントリー >　
●販売方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ　　
●受付期間　９月７日（土）午前10時～16日（月）
　※申込み多数の場合は抽せん。当落結果をメー
　　ルで通知。
　※インターネット環境がない方は要問合せ。
● チケット引換え　９月20日（金）～30日（月）
に同館へ（クレジットカード不可）

＜一般販売＞
●販売方法　荘銀タクト鶴岡事務室での窓口販売　　
●販売開始　10月５日（土）午前10時から先着順
　

☆その他各種プレイガイド情報は、荘銀タクト鶴　
　岡ホームページに記載　　　　

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

庄内初公演 !!
きかんしゃトーマス　クリスマスコンサート

12 月８日（日）
荘銀タクト鶴岡 大ホール

チケット販売

チケット料金（税込）
全席指定　3,050円
ファミリー券（４枚以上の場合）　1枚2,650円
※�１歳以下無料（膝上鑑賞）。座席が必要な場合
は有料。

第１回　正午開演
第２回　午後２時30分開演

「ソドー島のメリークリスマス」
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10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
の
水
曜
日
午
前
10
時

▼
茶
の
湯　

■日
９
月
６
日
・
13
日
・
20
日
、

10
月
４
日
・
11
日
・
18
日
の
金
曜
日
午
前
９

時
30
分

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

10
月
３
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６致

道
博
物
館

▼
戦
国
史
研
究
会
鶴
岡
例
会
・
研
究
報
告

■日
９
月
７
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
図
書
館

本
館　

■内「
戦
国
期
庄
内
の
権
力
構
造
と
上

杉
氏
」
中
村
亮
佑
氏
（
千
葉
県
文
書
館
県
史
・

古
文
書
課
嘱
託
）、「
天
正
年
間
に
お
け
る
上

杉
景
勝
と
南
奥
羽
」
阿
部
哲
人
氏
（
上
杉
博

物
館
主
任
学
芸
員
）　

■費
２
０
０
円

▼
記
念
講
演
会
「
上
杉
謙
信
と
出
羽
庄
内
」

■日
９
月
８
日
○日
午
後
２
時　

■場
図
書
館
本
館　

■定
先
着
80
人　

■師
山
田
邦
明
氏
（
愛
知
大
学

教
授
）　

■申
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

▼
土
曜
講
座
「
戦
国
期
庄
内
に
お
け
る
地
域

領
主
の
外
交
」　

■日
９
月
14
日
○土
午
後
２
時　

■定
先
着
50
人　

■師
菅
原
義
勝
氏
（
致
道
博
物

館
主
任
学
芸
員
）　

■費
入
館
料　

■場
・
■申
同

館▼
出
羽
国
庄
内
藩
主
酒
井
家
名
宝　

■日
９
月

26
日
○木
～
11
月
４
日
○月
午
前
９
時
～
午
後
５

時　

■内
徳
川
四
天
王
筆
頭
酒
井
忠
次
ゆ
か
り

の
国
宝
太
刀
２
振
な
ど　

■
入
館
料　

大
人

…
８
０
０
円　

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中

学
生
…
３
０
０
円

▼
共
通　

■問
同
館

探
そ
う
」　

■日
９
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
20
人　

■申
９
月
13
日
○金
ま
で

▼
ど
ろ
ん
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

■日
９
月
21

日
○土
午
前
９
時　

■内
ど
ろ
ん
こ
綱
引
き
、
ど

ろ
ん
こ
宝
さ
が
し
、
ど
ろ
ん
こ
遊
び　

■持
汚

れ
て
も
良
い
服
装
、
着
替
え

▼
自
然
観
察
会
「
都
沢
湿
地
周
辺
の
ト
ン

ボ
た
ち
」　

■日
９
月
28
日
○土
午
前
９
時　

■定

30
人　

■師
水
野
重
紀
氏
（
水
野
野
生
生
物
調

査
室
主
宰
）　

■費
３
０
０
円　

■申
９
月
26
日

○木
ま
で

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
都
沢
湿
地

の
外
来
植
物
駆
除
②
ど
ろ
ん
こ
広
場
の
草

刈
」　

■日
10
月
５
日
○土
午
前
９
時　

■申
10
月

３
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館　
　
　
　
　
　

土
器
づ
く
り
体
験

▼
土
器
づ
く
り　

■日
９
月
７
日
○土　

■定
先
着

20
人　

■費
４
０
０
円　

■持
昼
食

▼
土
器
野
焼
き　

■日
10
月
12
日
○土　

■対
土
器

づ
く
り
の
参
加
者　

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■師
江
川
満
氏
（
陶
芸
家
）　

■持
作
業
用
エ
プ

ロ
ン
、
タ
オ
ル　

■場
・
■申
９
月
５
日
○木
ま
で

同
館
☎
62
‐
２
６
５
５
へ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　

■日
９
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
、
10
月
１
日
・
８
日
・
15
日
の

火
曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
絵
て
が
み　

■日
９
月
４
日
・
11
日
・
18
日
、

10
月
１
日
○火
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。　

保
護
者
の
就
労
等
で
認
定
こ
ど
も
園
で
保
育

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
申
込
み
時
期
や

手
続
き
が
異
な
る
の
で
、
各
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
認
定
こ
ど
も
園
。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

①
・
③
・
④
各
若
干
名　

②
６
人　

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

①
３
人　

②
５
人　

③
２
人　

④
若
干
名　

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

①
10
人　

②
20
人　

③
５
人　

④
２
人

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８

①
30
人　

②
42
人　

③
６
人　

④
５
人

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１　

①
20
人　

②
15
人　

③
５
人　

④
若
干
名

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

①
10
人　

②
13
人　

③
５
人

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
30

人　

②
40
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▼
和
光
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
８
８
３
５

①
７
人　

②
５
人　

③
２
人　

④
４
人

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示「
ほ
と
り
あ
周
辺
の
ト
ン
ボ
展
」　

■日
10
月
21
日
○月
ま
で

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

展
」　

■日
来
年
２
月
10
日
○月
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
小
さ
な
水
生
昆
虫
を

と
そ
の
保
護
者　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も

ち
ゃ
作
り
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
つ
ち
だ
さ
ん
と
お
か
し
を
つ
く
ろ
う
～
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
だ
よ
～　

■日
11
月
３
日
○日
午

前
10
時
、
午
後
1
時　

■場
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
各
回
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者
25
組　

■内
お
菓
子
作
り
、

読
み
聞
か
せ
等　

■師
つ
ち
だ
よ
し
は
る
氏

（
絵
本
作
家
）　

■申
往
復
は
が
き
で
９
月
30
日

○月
消
印
有
効　

■他
HP　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１

に
こ
に
こ
相
談

■日
10
月
23
日
○水　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■内
子

供
の
発
達
の
様
子
や
成
長
に
関
す
る
相
談
会　

■申
10
月
９
日
○水
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４

腸
内
細
菌
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ぶ
実
験
教
室

■日
11
月
２
日
○土
午
後
１
時
15
分
・
３
時
45
分　

■場
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
各
回

小
学
生
32
人
と
そ
の
保
護
者　

■内
お
な
か
と

う
ん
ち
と
腸
内
細
菌
の
お
話
、
腸
内
細
菌
な

り
き
り
ゲ
ー
ム
「
バ
ク
テ
ロ
イ
ゴ
」
で
遊
ぼ

う
、
観
察
実
験
「
う
ん
ち
を
よ
～
く
み
て
み

よ
う
」　

■申
㈱
メ
タ
ジ
ェ
ン
HP　

■問
同
社
☎

64
‐
０
３
３
０　

令
和
２
年
度 

鶴
岡
市
私
立
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園    

園
児
募
集

　

９
月
２
日
○月
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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「
す
い
お
う
料
理
」
教
室

■日
９
月
20
日
○金
午
後
０
時
30
分　

■定
12
人

■費
８
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
１
日
○日
か
ら
ふ

じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や
☎
64
‐
３
０
９
３
へ

市
民
サ
ロ
ン
第
２
講　

体
験
か
ら
知
る
健
康

福
祉
ー
医
療
と
工
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

■日
９
月
24
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
今
日
か
ら
防
げ
る

皮
膚
の
老
化
」
吉
田
幸
恵
（
荘
内
病
院
皮
膚

科
主
任
医
長
）、「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
工

学
技
術
は
何
が
で
き
る
か
～
生
活
支
援
技
術

・
機
器
開
発
の
取
り
組
み
～
」
小
野
寺
良
二

氏
（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
機
械
コ
ー
ス
准

教
授
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
内
鶴
岡
高
専
技
術

振
興
会
☎
23
‐
２
２
０
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
（
全
12
回
）　

■日
９
月
26
日
～
11
月

11
日
の
月
曜
・
木
曜
日
（
10
月
14
日
、
11
月

４
日
を
除
く
）
午
後
６
時
30
分　

■定
10
人

■費
１
万
７
、
８
０
０
円

▼
よ
く
分
か
る
Ｖ
Ａ
／
Ｖ
Ｅ
の
改
善
の
進
め

方　

■日
10
月
10
日
○木
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日

10
月
16
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
全
２

回
）　

■日
10
月
23
日
○水
・
24
日
○木
午
前
９
時

▼
ド
イ
ツ
語　

■日
・
■費
始
め
よ
う
ド
イ
ツ
語

講
座
…
10
月
８
日
～
12
月
10
日
の
火
曜
日
午

後
７
時
（
全
８
回
）・
１
万
４
０
０
円

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス
パ

ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
フ
ラ
ン
ス
語　

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）
…

木
曜
日
午
後
７
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
☆
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ
ッ
ト

制
（
５
回
券
２
、
５
０
０
円
、
10
回
券
４
、

５
０
０
円
）。
各
講
座
３
人
以
上
（
フ
リ
ー

ト
ー
ク
型
講
座
、
子
ど
も
の
た
め
の
中
国
語

講
座
を
除
く
）
で
開
講

■
文
化
体
験
講
座

▼
楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
）　

■日
入
門
コ

ー
ス
…
10
月
２
日
○水
～
来
年
３
月
25
日
○水

（
全
24
回
）　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
10
月

３
日
○木
～
来
年
３
月
26
日
○木
（
全
24
回
）

■時
午
後
７
時　

■師
覃
莉
莉
氏　

■費
各
２
万
１
、

６
０
０
円　

■場
・
■申
同
館　

■他
４
人
以
上
で

開
講

■
中
国
語
特
別
講
座

▼
楽
し
み
な
が
ら
話
そ
う
中
国
語　

■日
10
月

14
日
○月
午
後
１
時　

■対
中
国
語
学
習
経
験
者

先
着
20
人　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
１
、
５
０
０
円　

■場
・

■申
10
月
７
日
○月
ま
で
同
館
へ　

■他
８
人
以
上

で
開
講

■
せ
か
い
の
台
所

▼
ガ
イ
ア
ナ
料
理
～
デ
ィ
ノ
さ
ん
の
台
所
～

■日
10
月
20
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着
10
人　

■師
デ
ィ
ノ
・
シ
ン
氏
（
ガ
イ

ア
ナ
共
和
国
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
同
館

主
宰
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申
９
月
４
日

○水
～
29
日
○日

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人

■場
・
■申
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０

２
６
０講

座
・
講
習
会

出
羽
庄
内
国
際
村
の
講
座　

■
外
国
語
講
座
（
第
２
期
）

▼
中
国
語　

■日
・
■費
▽
子
ど
も
の
た
め
の
中

国
語
講
座
…
９
月
１
日
～
12
月
22
日
の
日
曜

日
午
後
４
時
（
全
17
回
）・
８
、
５
０
０
円

▽
入
門
…
９
月
５
日
～
12
月
19
日
の
木
曜
日

午
後
７
時
（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

▽

初
級
…
９
月
６
日
～
12
月
20
日
の
金
曜
日
午

後
７
時
（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

▽
中

級
…
９
月
７
日
～
12
月
21
日
の
土
曜
日
午
後

１
時
30
分
（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

▽

朋
友　

好
！
（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、

土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
９
月
３
日
～

12
月
10
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
（
全
11

回
）・
１
万
４
、
３
０
０
円　

▽
初
級
…
９

月
６
日
～
12
月
20
日
の
金
曜
日
午
後
７
時

（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

▽
韓
国
と
の

出
会
い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
英
語　

■日
・
■費
▽
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
中
級
英

語
…
９
月
５
日
～
12
月
19
日
の
木
曜
日
午
後

７
時
（
全
15
回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…
木

曜
日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
前
11
時
30
分

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
月
山
紅
葉
観
察
会
と
ク
リ
ー
ン
登
山
～
中

秋
の
名
月
を
月
山
山
頂
で
～　

■日
９
月
13
日

○金
～
14
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
１
泊

２
日
。
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
八
合

目
→
月
山
山
頂
→
起
点　

■定
先
着
20
人　

■内

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
植
物

観
察
等　

■費
１
万
円
（
宿
泊
料
〈
３
食
付
き
〉

等
）　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
11
日
○水
ま
で

▼
秋
を
染
め
よ
う
草
木
染　

■日
９
月
21
日
○土

・
22
日
○日
午
前
９
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■定
各
日
先
着
10
人　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円　

子
供
…
８
０
０
円　

■申
９
月
18

日
○水
ま
で

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
10
月
６
日

○日
・
９
日
○水
午
前
８
時
～
午
後
１
時
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
７

０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
10

月
１
日
○火
ま
で　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
荒
天
時
中
止

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
美
術
講
座「
鶴
岡
の
木
の
Ｍ
Ｙ
箸
づ
く
り
」

（
全
２
回
）　

■日
10
月
４
日
○金
・
11
日
○金
午
後

７
時　

■内
か
ん
な
を
使
い
箸
を
制
作　

■師
佐

野
正
裕
氏
（
木
工
）　

■費
２
、
５
０
０
円

■申
９
月
４
日
○水
～
27
日
○金

▼
庄
内
刺
し
子
の
箸
袋
づ
く
り
（
全
３
回
）

■日
10
月
９
日
○水
・
23
日
○水
・
30
日
○水
午
後
７

時　

■師
さ
と
う
恵
美
氏（
庄
内
刺
し
子
の
店



20

～
午
後
４
時
50
分　

■定
20
人　

■費
１
万
円

▼
Ｑ
・
Ｃ
・
Ｄ
ま
る
ご
と
改
善
の
ポ
イ
ン
ト　

■日
10
月
29
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

山
大
農
学
部
公
開
講
座        　
　
　

農
学
の
夕
べ
　

▼「
タ
マ
ゴ
」
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ　

■日
10

月
３
日
○木　

■師
堀
口
健
一
氏（
同
学
部
教
授
）

▼
地
域
定
住
農
業
者
育
成
事
業
の
現
段
階

■日
10
月
10
日
○木　

■師
小
沢
亙
氏
（
同
学
部
教

授
）

▼
江
戸
以
前
の
御
来
光
に
つ
い
て　

■日
10
月

17
日
○木　

■師
前
田
直
己
氏
（
同
学
部
客
員
教

授
）

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
近
未
来
の
稲
作

生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発　

■日
10
月
24
日
○木

■師
藤
井
弘
志
氏
（
同
学
部
教
授
）

▼
キ
メ
ラ
の
は
な
し　

■日
10
月
31
日
○木　

■師

鍋
島
朋
之
氏
（
同
学
部
助
教
）　
　

▼
共
通　

■時
午
後
６
時　

■場
・
■問
同
学
部
☎

28
‐
２
９
１
１

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

の
講
座

■
秋
季
講
座

▼
手
ご
ね
で
作
る
焼
き
た
て
パ
ン（
全
２
回
）　

■日
10
月
４
日
○金
、
11
月
８
日
○金
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時　

■定
先
着
12
人　

■師
齋
藤
孝

子
氏
（
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
パ
ン
教
室
）　

■費

３
、
１
０
０
円　

■他
託
児
あ
り

▼
太
極
舞
～
気
の
舞
で
心
身
を
整
え
る
（
全

６
回
）　

■日
10
月
７
日
・
21
日
、
11
月
18
日
・

25
日
、
12
月
２
日
・
16
日
の
月
曜
日
午
後
７

時　

■定
先
着
20
人　

■師
釼
持
由
美
氏
（
Ｊ
Ｗ

Ｉ
太
極
舞
講
師
）　

■費
３
、
３
０
０
円

▼
お
弁
当
を
持
っ
て
出
か
け
よ
う
！
デ
コ
弁

と
飾
り
巻
き
寿
司
（
全
２
回
）　

■日
10
月
９

日
○水
、
11
月
13
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着
16
人　

■師
森
屋
久
美
子
氏
（
あ
か
ね

や
く
み
ぞ
う
商
店
）　

■費
３
、
１
０
０
円

■他
託
児
あ
り

▼
「
し
な
や
か
な
身
体
作
り
」
ス
ト
レ
ッ
チ

＆
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
全
６
回
）　

■日
10

月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
、
11
月
７

日
・
14
日
の
木
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
20

人　

■師
渡
辺
美
枝
氏
（
健
康
運
動
実
践
指
導

者
）　

■費
３
、
３
０
０
円

▼
ど
こ
で
も
抹
茶
が
楽
し
め
る
～
優
雅
な
茶

箱
式
の
お
点
前
体
験
！
（
全
４
回
）　

■日
10

月
17
日
・
24
日
・
31
日
、
11
月
７
日
の
木
曜
日

午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
15
人　

■師
山
中
克

子
氏
（
裏
千
家
教
授
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
ア
ロ
マ
で
癒
さ
れ
た
い
～
お
気
に
入
り

の
香
り
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
!?
（
全
３
回
）　

■日
10
月
23
日
○水
・
30
日
○水
、
11
月
６
日
○水
午

後
７
時　

■定
先
着
12
人　

■師
伊
藤
久
美
子
氏

（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）　

■費
３
、
３
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
４
日
○水
～

25
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

■
短
期
講
座

▼
伝
え
て
い
き
た
い
感
謝
と
恵
み
の
行
事
食

や
郷
土
の
味　

第
３
弾
～
温
海
地
域　

■日
10

月
16
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
温
海
地
域　

■費
１
、
５
５
０
円　

■場
・

■申
９
月
４
日
○水
～
25
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
２
３
４
０
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
10
月
10
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救
命
講
習

Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
・

30
人　

■申
９
月
９
日
○月
～
10
月
３
日
○木
に
消

防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防

各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は

２
０
０
円

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者　
　

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
15
日
○火
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
17
日
○日
午
後
１
時

・
３
、
０
０
０
円　

■場
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修

所
（
山
形
市
）　

■申
９
月
２
日
○月
～
30
日
○月

に
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
及

び
再
講
習

▼
再
講
習　

■日
10
月
23
日
○水　

■申
９
月
６
日

○金
～
18
日
○水

▼
新
規
講
習　

■日
11
月
７
日
○木
・
８
日
○金（
２

日
間
）　

■申
９
月
27
日
○金
～
10
月
４
日
○金

▼
共
通　

■場
朝
暘
武
道
館　

■定
90
人　

■申
山

形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

８
４
７
７　

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、
消
防

署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験
　
　
　
　

■日
10
月
26
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■申
電

子
…
９
月
14
日
○土
～
24
日
○火　

書
面
…
９
月

17
日
○火
～
27
日
○金　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０

７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及

び
各
分
署
に
設
置
。
HP

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

令
和
２
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者 

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積
や

栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
９
月
13
日
○金
ま
で
に
「
つ
や
姫
」
生
産
者

は
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
。「
雪
若
丸
」
生
産

組
織
は
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎

64
‐
２
１
０
３
へ　

■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業

者
ま
た
は
生
産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る

場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

関
川
し
な
織
ま
つ
り　
　
　
　
　

「
織
姫
」
募
集
！

■対
山
形
県
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
し
、

10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
に
開
催
さ
れ
る
同
ま

つ
り
に
２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
方
で
、
今

年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
29
歳
以
下
の
女

性
（
高
校
生
除
く
）
２
人　

■
活
動
期
間

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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１
年
間　

■
特
典　

３
万
円
相
当
の
し
な
織

製
品
を
進
呈　

■申
９
月
30
日
○月
ま
で
関
川
し

な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

鶴
岡
養
護
学
校
の
子
供
た
ち

と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　

鶴
岡
養
護
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
が
居
住

地
区
で
活
動
す
る
「
居
住
地
交
流
活
動
」
に

参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

同
校
HP
に
掲
載
し
て
あ
る
各
地
区
の
日
程
を

ご
覧
の
上
、
希
望
さ
れ
る
方
は
同
校
☎
24
‐

５
９
９
５
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）　

■日
９
月
28

日
○土
・
29
日
○日　

■場
防
衛
大
学
校
（
横
須
賀

市
）　

■申
９
月
５
日
○木
～
９
日
○月

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）　

■日
１

次
…
９
月
28
日
○土　

２
次
…
11
月
２
日
○土
・

３
日
○日　

■場
防
衛
大
学
校　

■申
９
月
５
日
○木

～
９
日
○月

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科

学
生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）　

■日
１
次

…
10
月
19
日
○土　

２
次
…
11
月
30
日
○土
・
12

月
１
日
○日
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次
…
鶴
岡

合
同
庁
舎　

２
次
…
仙
台
駐
屯
地（
仙
台
市
）　

■申
９
月
５
日
○木
～
30
日
○月

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
医
学
科
学

生　

■日
１
次
…
10
月
26
日
○土
・
27
日
○日　

２

次
…
12
月
11
日
○水
～
13
日
○金
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次
…
山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）　

２
次
…
防
衛
医
科
大
学
校
（
所
沢
市
）　

■申

９
月
５
日
○木
～
30
日
○月

▼
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）　

■日
１
次
…
11

月
９
日
○土
・
10
日
○日　

２
次
…
12
月
10
日
○火

～
14
日
○土
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次
…
勤
労

者
会
館　

２
次
…
仙
台
駐
屯
地　

■申
９
月
５

日
○木
～
30
日
○月

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
11
月
16
日
○土　

■場
神

町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■申
９
月
７
日
○土
～

11
月
８
日
○金

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

こ
こ
ろ
元
気
相
談
会

■日
９
月
９
日
○月
・
28
日
○土
、
10
月
14
日
○月
・

26
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
楽
家

■内
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、
職
場
の
人
間
関

係
、
心
の
悩
み
等
の
相
談　

■申
ぼ
ら
ん
た
す

☎
33
‐
８
７
３
０

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
９
月
10
日
○火
～
16
日
○月
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
６

４
‐
５
５
６
ま
た
は
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

７
０
６
０
へ

中
小
企
業
対
象
の
無
料
法
律
相
談 

ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
法
律
相
談
会

■日
９
月
20
日
○金
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■場
市
役
所
本
所
４
階
４
０
３
会
議
室　

■対
中

小
企
業
事
業
者　

■問
山
形
県
弁
護
士
会
☎
０

２
３
‐
６
２
２
‐
２
２
３
４

Ｂ
型
肝
炎
に
関
す
る
相
談

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
電

話
相
談
会　

■日
９
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

■
相
談
電
話　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴

訟
新
潟
事
務
所
（
新
潟
市
）
☎
０
２
５
‐
２

２
３
‐
１
１
３
０

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
無

料
相
談
会　

■日
９
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分

～
４
時　

■場
マ
リ
カ　

■対
集
団
予
防
接
種
で

Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■他
事

前
予
約
優
先
。
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可　

▼
共
通　

■申
同
事
務
所

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
27
日
○金
午
後
３
時
～
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■場
・
■申

東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
10
月
３
日
○木
午
後
２
時
～
４
時　

■場
市
役

所
本
所　

■内
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
建

設
業
等
各
種
許
可
申
請　

■問
同
会
鶴
岡
支
部

（
佐
藤
）
☎
23
‐
４
９
１
７

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

ら
く
や
こ
ど
も
食
堂

■日
９
月
７
日
○土
、
10
月
5
日
○土
正
午
～
午
後

2
時　

９
月
17
日
○火
、
10
月
15
日
○火
午
後
６

時
～
８
時　

■場
楽
屋　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
２
０
０
円　

■申
各
日
4
日
前

ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

【
訂
正
】
８
月
号
の
「
つ
る
お
か
情
報

掲
示
板
」、「
致
道
博
物
館　

三
友
商
会

１
０
０
周
年
記
念
茂
野

園
書
作
展
（
21

ペ
ー
ジ
）」
の
記
事
で
「
三
井
商
会
」
と

あ
る
の
は
「
三
友
商
会
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

■日９月22日○日午前10時～午後４時　■場ＪＲ
余目駅～茶屋町周辺　■内音楽フェス、子供の
遊び場、移動図書館、似顔絵ワークショップ
（要予約）、人力車で町内周遊、スタンプラリー
抽せん会等　■問おもしぇちゃあまるめ実行委
員会☎0234‐42‐0138　■他スタンプラリ
ーは16日○月から加盟店で実施

●庄内町 おもしぇちゃフェス
～余目駅から始まるわくわくストリート～

■日９月８日○日午後１時　■場希望ホール　■費
500円（高校生以下、協賛者証持参の方は無
料）　■チケット取扱い　希望ホール、総合
文化センター　■問同祭実行委員会事務局☎
0234‐26‐5450　■他１階の展示作品は見
学無料（■時午前10時～午後４時）

●酒田市

■日９月29日○日午前10時～午後３時�　■場農
業者トレーニングセンター　■内企業紹介、働
く車展示、ものづくり体験、屋台コーナー　
■問遊佐町商工会☎0234‐72‐4422

ゆざ商工フェア●遊佐町

酒田市民芸術祭  開幕記念式典・公演
テーマ「和の美  静と動－伝統と創造－」

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
の
飛
行
機

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

　

庄
内
空
港
で
新
し
く
ジ
ェ
ッ
ト
ス

タ
ー
の
飛
行
機
が
飛
ん
だ
と
報
道
で
知

り
ま
し
た
。
料
金
が
安
い
よ
う
で
す
が
、

い
く
ら
ぐ
ら
い
で
乗
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
予
約
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

基
本
運
賃
を
抑
え
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

方
に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
対
応
し
て
い
ま
す

　

庄
内
空
港
に
8
月
1
日
か
ら
新
た
に

就
航
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
㈱
は
、
経
費
を
安
く
抑
え
、
低
価
格

で
運
航
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
格
安
航

空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
で
す
。

▼
料
金　

片
道
運
賃
は
４
、
４
９
０
円

～
で
、
セ
ー
ル
期
間
中
は
も
っ
と
お
得

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
運

賃
に
加
え
、
予
約
手
数
料
６
０
０
円
と

国
内
線
空
港
施
設
使
用
料
３
８
０
円
が

必
ず
掛
か
り
ま
す
。

▼
オ
プ
シ
ョ
ン　

機
内
食
や
手
荷
物
預

か
り
等
は
別
料
金
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
が
な
い
方
の
運
賃
を
抑
え
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

QＡ

 

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

歴史を解明し、未来につなぐ
升
ま す か わ

川 繁
し げ と し

敏 さん（鶴岡）

　私が子供の頃に過ごした家の近くには縄文時代の
遺跡がありました。古いものに興味があって、石器
や土器などを探して遊んでいたのが歴史を好きにな
った原点です。
　教員になってからは、子供たちに自分の生まれ育
った地域を知ってほしいという思いがありました。
ですが、小学校の授業で地域のことを学習する機会
はほとんどありませんでした。そこで古文書を読ん
だり話を聞きに行ったりするなど自分で地域のこと
を調べて、教材を作り授業を始めたんです。それが
今の活動に直結していると思います。
　加茂小に赴任してからも加茂地区に関する教材を

全部自分で手作りしました。この地区には実はこう
いうものがあるんだよと教えると、子供たちの目つ
きや顔つきが変わる。その反応が励みになって続け
てこられたんです。やっぱり自分の地域のことはみ
んな興味があるんですね。　
　歴史というのは研究者が調べるものではなく、そ
こに住む人と共に調べ、生かし、創っていくもの。
地域の人の話を聞き、いろいろな資料を見ることで、
より真実に近づくことができます。
　これからも、鶴岡の歴史の中で脚光を浴びてこな
かったことや解明されていないことを明らかにし、
未来につなげていきたいと思っています。

　学生時代に、下川地区に残る文書の整理や馬町等の近代の調査研究を
していた河北町出身の升川繁敏さん。教員になって庄内に赴任して以来、
地域の様々な歴史を研究してきました。加茂小校長で定年を迎えた後は
地域史研究者として活動。現在は加茂地区・大山地区の歴史や、明治時
代の大規模な民衆運動「ワッパ騒動」を中心に調査を行っています。
　昨年からは鶴岡市史編さん委員として鶴岡の戦後史を調査研究。また、
図書館で開催する子供の歴史講座の講師を務めるなど鶴岡の歴史を今も
子供たちに伝えています。

地域史研究者
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▼
予
約
方
法　

次
の
方
法
で
予
約
で
き

ま
す
。　

▽
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト　

▽
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ　

▽

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
‐

５
５
０
‐
５
３
８
（
午
前
９
時
～
午
後

９
時
。
別
途
手
数
料
２
、
７
８
０
円
）　

▽
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
別
途
手
数
料
６
５
０
円
）　

▽
庄
内
空

港
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
（
別

途
手
数
料
２
、
７
８
０
円
）

　

人
件
費
を
抑
え
る
こ
と
で
低
料
金
を

実
現
し
て
い
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
予
約
が

基
本
で
す
。

■
都
心
に
行
く
に
も
便
利

　

成
田
空
港
か
ら
は
、
東
京
都
心
部
ま

で
最
短
で
36
分
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利

用
で
も
、
約
１
時
間
で
東
京
駅
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
を
利
用
す

る
場
合
は
、
第
2
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
移

動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
移
動
す
る
場
合
は
連
絡
バ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

■
乗
り
継
ぎ
に
も
対
応

　

そ
の
日
の
う
ち
に
乗
り
継
ぎ
で
行
け

る
国
内
の
空
港
は
、
他
社
機
利
用
で
の

乗
り
継
ぎ
も
含
め
札
幌
や
那
覇
な
ど
13

空
港
。ま
た
、国
外
は
42
空
港
あ
り
ま
す
。

■
留
意
事
項

　

出
発
の
30
分
前
ま
で
に
は
搭
乗
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
ぜ
ひ
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
地
域
振
興
課
〉

予約は
こちらから

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①� �9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞� �④ 19：00～21：30

　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①� �9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��② 13：00～15：00

今月の各種相談窓口開設日　9/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線218   4日○水、10月2日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線307 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土  ９：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　9/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線362

月　日 受付時間 会　場
9 . 14○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～ 16：00 　　　　�〃



問合せ　本所食文化創造都市推進課☎25‐2111内線529

－連 載－

Vol.4

国内唯一の食文化創造都市として、本市の食文化
を生かした未来につながる地域づくりの取り組み
を紹介します。

大切にしたい郷土の味を受け継ぐ

【 
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
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と
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編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（令和元年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：125,941人
　　 （男：60,253人、女：65,688人）

　世帯数：48,971世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

　昔から地域や家庭の中で受け継がれてきた鶴岡の郷
土料理。ライフスタイルの変化に伴い、作る機会・食
べる機会は減ってきているのが現状です。
　郷土料理に触れる機会を増やし、次世代に伝えてい

くことを目的に、今年度から「つるおかおうち御膳を
学ぶ講座（年間講座）」を開講しています。受講生は、
四季折々の食材の豊かさを感じながら、ふるさとの味
と背景にある食文化を学んでいます。

地元なのにまだまだ
知らないことが多い
なと実感した

（20代・女性）

簡単・時短な作り方
を学べて、郷土料理
作りに対するハード
ルが下がった

（40代・女性）

今まで自己流でやっ
ていたが、ちょっと
したコツを教えても
らえて良かった

（60代・女性）

八杯汁など初めて
知った料理もあり、
家族にも作ってあげ
たい

（20代・女性）

受講生の声

　今回の料理は女性部の会員がふだん
作っているおふくろの味。郷土料理は昔
からの調理法で作ったり在来野菜を使った
りすることでその土地の味になります。今は
食も多様になってきて、郷土料理を作り食べる機会
は減っている気がします。鶴岡の昔ながらの味がなくなるのはさ
みしいです。私自身、味付けや漬け方などは母から教わりました。
そして今、娘たちに伝えています。みんなが教える側、教わる側
になってつないでいけたらいいですよね。

「つるおかおうち御膳サポーター」会員募集中
会員の方の郷土料理を次世代につなぐ活動を支援します。詳細は同課までお問い合わせください

だだちゃ豆をすり潰して茶巾にします

みそダネをしその葉
で包みます

郷土料理のお話を聞
きながら、作った料
理をいただきます！

今は
だだちゃ豆
が旬！

なす漬けは
お土産に

なすの彩り鍋焼き、だだちゃ豆ごはん
八杯汁、だだちゃ豆茶巾のあんかけ

しそ巻き、なす漬け

完   成
第３講　旬の夏野菜をふんだんに　夏の農家ごっつぉ　レポート

講師はＪＡ鶴岡女性部の皆さん

人から人へつないでいく味
渡部 優子 さん（ＪＡ鶴岡女性部部長）


